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分椙山 神宮寺

日 本 最 古 の 魂 を 呼 び 起 こ す  正 に 天 上 界 の 社 が 地 上 に 降 り  昭 光 殿 が 姿 を 現 し ま す

『天、日出ずるところ
　地、鎮まるところ
　　大八洲　筑紫郷　鎮守杜に
　神集い　人よろこぶところとなり
　総社　分椙山　神宮寺と称すべし』

昭 光 殿昭 光 殿昭 光 殿
【須恵町 皿山公園入口】【須恵町 皿山公園入口】

平成25年秋 竣成平成25年秋 竣成

　

労
働
契
約
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
24
年
８
月
10
日
に
公
布
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
有
期
労
働
契
約
に
つ
い
て
、
次
の
３
つ
の

ル
ー
ル
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

①
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
（
第
18
条
）　

有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ

れ
て
通
算
５
年
を
超
え
た
と
き
は
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、
期
間

の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期
労
働
契
約
）
に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル

で
す
。

②
「
雇
止
め
法
理
」
の
法
定
化
（
第
19
条
）　

最
高
裁
判
例
で
確
立
し
た
「
雇

止
め
法
理
」
が
、
そ
の
ま
ま
の
内
容
で
法
律
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
一

定
の
場
合
に
は
、
使
用
者
に
よ
る
雇
止
め
が
認
め
ら
れ
な
い
ル
ー
ル
で
す
。

③
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止
（
第
20
条
）　

有
期
契
約
労
働
者
と
無
期
契

約
労
働
者
と
の
間
で
、
期
間
の
定
め
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
不
都
合
な
労

働
条
件
の
相
違
を
設
け
る
こ
と
を
禁
止
す
る
ル
ー
ル
で
す
。

○
施
行
期
日　

①
と
③
…
公
布
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

で
政
令
で
定
め
る
日
、
②
平
成
24
年
８
月
10
日
（
公
布
日
）

▼
問
合
せ
先　

福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　

☎
４
１
１
・
４
８
６
２

　

http://fukuoka-roudoukyoku.jsite.m
hlw

.go.jp/

有
期
労
働
契
約
の
新
し
い
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・

ヤ
ミ
金　
無
料
電
話
相
談

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

に
関
す
る
ご
相
談
に
つ
い
て
司
法
書

士
が
直
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　
時　
平
日　

18
時
～
20
時

▼
相
談
方
法　
電
話
相
談
の
み

▼
相
談
電
話
番
号

　

☎
７
２
４
・
９
５
０
５

▼
主　
催　
福
岡
県
青
年
司
法
書
士

協
議
会

▼
問
合
せ
先　
司
法
書
士　

稲
毛
翔

平　

☎
５
１
７
・
４
２
８
９

情
報
い
ろ
い
ろ

情
報
い
ろ
い
ろ

募

集

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
な
う
、
国

が
つ
く
っ
た
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
な
ど
幅
広
い

分
野
の
科
目
を
１
科
目
か
ら
自
宅
の

テ
レ
ビ
な
ど
で
学
べ
ま
す
。

　

15
歳
以
上
（
全
科
履
修
生
は
18
歳

以
上
）
で
あ
れ
ば
無
試
験
で
入
学
で

き
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
が
取
れ

ま
す
。
短
大
、
専
門
学
校
な
ど
か
ら

も
編
入
学
で
き
ま
す
。
入
学
の
チ
ャ

ン
ス
は
４
月
と
10
月
の
２
回
で
す
。

大
学
院
も
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間　
平
成
25
年
２
月
28
日

（
木
）
ま
で

▼
資
料
請
求
お
よ
び
問
合
せ
先　

　

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
１
の

14
の
12
）

　

☎
４
７
３
・
１
３
６
５

　

妊
娠
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
不
妊
治
療

の
実
際
に
つ
い
て
一
緒
に
気
軽
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
男
女
を
問
わ
ず
、

関
心
の
あ
る
人
な
ら
だ
れ
で
も
受
講

可
能
で
す
。

▼
日　

時　

平
成
25
年
１
月
30
日

（
水
）
14
時
～

▼
受　
付　
13
時
30
分
～

▼
場　
所　
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所

大
会
議
室
（
粕
屋
町
大
字
戸
原
２

　

３
５
の
７
）

▼
内　
容　
講
話
「
妊
娠
と
は
？　

不
妊
と
は
？
」
～
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

治
療
の
ス
テ
ッ
プ
～
、
個
別
相
談

▼
参
加
費　
無
料
（
要
事
前
申
込
）

▼
申
込
期
限　
平
成
25
年
１
月
16
日

（
水
）

▼
申
込
お
よ
び
問
合
せ
先　

　

福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所　

　

健
康
増
進
係

　

☎
９
３
９
・
１
５
３
４

▼
対
象
者　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は

か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦
で
、

求
職
あ
る
い
は
転
職
を
希
望
と
す

る
人

▼
期　

間　

平
成
25
年
１
月
16
日

（
水
）
～
１
月
31
日
（
木
）
９
時

～
12
時　

平
日
10
日
間

▼
定　
員　
20
人
（
定
員
オ
ー
バ
ー

の
場
合
は
抽
選
、
半
数
以
下
は
中

止
の
場
合
あ
り
）

▼
受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
３
１
５
０
円
程
度
は
自
己
負

担
）

▼
託　
児　
あ
り
（
１
歳
～
就
学
前

ま
で
）

▼
締
切
日　
12
月
25
日
（
火
）
必
着

▼
問
合
せ
先　
福
岡
県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
８
４
・
３
９
３
１

　

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
関
連
し
た
演

習
問
題
を
解
き
な
が
ら
応
用
力
を
養

成
す
る
講
習
で
す
。

▼
講
習
期
間　
平
成
25
年
２
月
５
日

（
火
）
～
26
日
（
火
）
の
火
・
木

曜
日　

18
時
30
分
～
21
時
（
全
７

回
・
16
時
間
）

▼
会　
場　
福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル

２
階
（
博
多
駅
前
２
の
９
の
28
）

▼
定　
員　
20
人

▼
申
込
受
付　
12
月
18
日
９
時
か
ら

電
話
受
付
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

▼
受
講
料　
１
万
５
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
）

▼
問
合
せ
先　
福
岡
地
区
職
業
訓
練

協
会　

　

☎
６
７
１
・
６
８
３
１

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
労

を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
日
曜
日
も
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
面

談
は
、
平
日
は
対
象
者
が
居
住
さ
れ

て
い
る
役
場
で
、
日
曜
日
は
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）
６
階
で
行

い
ま
す
。

▼
対
象
者　
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、

父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん
（
い
ず
れ

も
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）

▼
問
合
せ
先　
福
岡
県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
春
日
市
原
町
３
の
１
の
７
）

　

☎
５
８
４
・
３
９
３
１

職
業
訓
練
講
習

（
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
中
級
）

労
働
ト
ラ
ブ
ル

　
電
話
相
談
（
常
設
）

女
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

パ
ソ
コ
ン
初
級

平
成
25
年
４
月
放
送

大
学
入
学
生

お
知
ら
せ

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の

就
労
支
援

　

毎
週
火
曜
日
19
時
か
ら
20
時
ま
で
、

労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
福
岡
県

内
の
司
法
書
士
が
無
料
で
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
を
。

▼
相
談
電
話
番
号　
福
岡
県
青
年
司

法
書
士
協
議
会

　

☎
４
７
７
・
８
１
６
０

▼
相
談
料　
無
料

　

☎
７
２
４
・
９
５
０
５

俳　

句　
　
　
（
神
無
月
一
切
・
帰
り
花
）　
　
　

須
恵
俳
句
会

○
神
の
旅
見
送
り
も
せ
ず
鳩
眠
る　
　
　
　
　

鶴
内　
　
　

恵

○
木
洩
れ
日
に
狭さ

庭に
わ

の
つ
つ
じ
狂
ひ
咲
き　
　

印
藤　

ヨ
シ
子

○
競
ふ
こ
と
な
き
一
輪
の
帰
り
花　
　
　
　
　

松
薗　

ハ
ル
エ

○
神
の
留
守
狛
犬
二
匹
宮
守
り　
　
　
　
　
　

御
手
洗
ヨ
シ
子

○
庭
に
色
添
へ
て
つ
つ
じ
の
帰
り
花　
　
　
　

渡
辺　
　

素
子

○
一
陣
の
強
風
に
乗
り
神
旅
に　
　
　
　
　
　

稲
永　
　

道
子

○
庭
躑つ
つ
じ躅
そ
こ
そ
こ
淡
き
か
へ
り
花　
　
　
　

森　
　
　

節
子

○
寒か
ん

木ぼ

瓜け

や
空
に
映
え
咲
く
乙
女
色　
　
　
　

世
利　

百
合
子

○
霊
峰
も
鎮し
づ

ま
り
た
る
や
神
の
留
守　
　
　
　

木
山　
　
　

享

○
空く
う

谷こ
く

の
日
ざ
し
集
め
て
帰
り
花　
　
　
　
　

合
屋　
　

恒
子

川　

柳　
　
　
（
遊
ぶ
・
飯
）　
　

夢
現
代

○
缶
蹴
り
の
鬼
が
終
い
に
泣
き
出
し
た　
　
　

川
鍋　
　

房
子

○
勉
強
よ
り
遊
び
子
の
瞳
輝
い
て　
　
　
　
　

池
田　
　

茂
代

○
夜
遊
び
の
つ
け
が
ま
わ
っ
て
老
い
一
人　
　

伊
藤　
　

可
笑

○
口
ぐ
せ
に
御
飯
食
べ
た
ね
言
う
て
母　
　
　

坂
本　
　

け
い

○
黙
々
と
た
だ
黙
々
と
独
り
飯　
　
　
　
　
　

長
﨑　
　

瑞
竹

○
青
春
の
素
振
り
千
本
飯
の
種　
　
　
　
　
　

池
田　
　

遊
歩




